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＜発表資料＞ 2023年3月27日 23029 

豊橋工場に次世代新倉庫が完成 

“必要なものを必要なだけ届ける” 循環型社会に貢献する「ESGよきモノづくり」を推進 

 

花王株式会社(社長・長谷部佳宏)は、スキンケア・ヘアケア製品を中心に多品種を生産する豊橋工場に、完

全自動化が可能な次世代新倉庫を建設し、工場から物流拠点や販売店へ柔軟で効率的に製品を供給できるロ

ジスティクスをめざして、2023年3月31日より運用を開始します。 

 

花王は、多様化するニーズに対応した特徴ある商品を必要な量だけ届けることで、資源や環境への負担が少

ない、循環型社会に貢献するESG視点でのよきモノづくりに取り組んでいます。 

豊橋工場では、新倉庫の完成により少量多品種に柔軟に対応した物流が可能となり、効率的な少量多品種

生産への対応と自由度の高い物流機能を連携した生産・物流機能一体型拠点「豊橋コネクテッド・フレキシブ

ル・ファクトリー」の実現と、持続可能なサプライチェーンをめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花王豊橋工場で次世代新倉庫が始動 

 新倉庫の特長と概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

豊橋工場新倉庫外観 
 

http://youtube.com/watch?v=34mbHhpxYeA
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 ケース仕分け(デパレタイズ/パレタイズ)ロボット 無人搬送車(AGV) 

 

新倉庫は、少量多品種製品に柔軟に対応できる設計とし、物流作業の完全自動化と、隣接する工場および物

流拠点との一体運営や、トラックによる入出荷の効率化を実現する、これまでにない拠点となります。 

 

 完全自動化 

製品の入庫から届け先向けに仕分けして出庫するまで完全自動化を実現しています。 

また、経済産業省資源エネルギー庁公募の「AI・IoT等を活用した更なる輸送効率化推進事業」による自動

運転フォークリフト実証事業*1と連携し、トラックへの積込み作業の自動化・無人化を進めています。 
 

 少量多品種製品に柔軟に対応できる自由度の高い設計 

無人搬送車(AGV)の活用により、多品種製品のパレットへの積みつけと荷卸しが自在に同時にできる自由

度の高い自動化を実現し、作業の効率化と同時に事業環境の変化に柔軟に対応することが可能となります。

また、RFID*2を利用して製品情報とパレットを連携し、仕分け作業などの自動化や、生産工程を含めたトレー

サビリティの強化を実現しています。 
 

 工場・物流拠点との一体運営 

敷地内にある工場と販売店等への物流拠点を一体運営し、無駄のない商品供給とリードタイムの短縮、物

流コストの抑制を可能としています。 
 

 場内トラック運行のスマート化 

トラックの入場予約システムと入退場時の車両ナンバー認証システム、庫内設備の制御系システムを連携さ

せることで、予約状況や車両の到着状況にあわせた出庫が可能となり、トラック来場の集中や待機時間の削

減による生産性の向上と、ドライバーが安心して活動できるホワイト物流*3を推進します。 
 

 人と環境にやさしい働きがいのある職場 

物流作業の自動化・無人化により労働環境の改善や能率的で柔軟な働き方が可能となります。また太陽光

発電によるCO2排出量削減など環境負荷の低減に取り組みます。 

*1 AIを搭載した自動運転フォークリフトを活用し、トラック運行と連携させる共同実証事業を開始 

*2 RFID(Radio Frequency IDentification): 電波を用いて無線通信により電子タグの情報を読み取り、モノを識別・管理するシステム 

*3 「ホワイト物流」推進運動ポータルサイト 

 

https://www.kao.com/jp/corporate/news/business-finance/2021/20210917-001/
https://white-logistics-movement.jp/
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所在地 愛知県豊橋市明海町4-51 (豊橋工場) 

建築面積 7,204㎡ 

保管能力 120万ケース 

入出荷能力 各4万ケース/日 

自動化設備 パレット立体自動倉庫/ケース仕分け(デパレタイズ/パレタイズ)ロボット/無人搬送車(AGV)/

自動運転フォークリフト 

環境対応  花王が開発したアスファルト改質剤「ニュートラック5000」*4を施設内舗装に使用 

 CASBEEあいち*5Aランク・BELS5☆*6取得 

 太陽光発電（設置予定） 

稼働開始 2023年3月31日 

*4 廃PETを原料として再利用し耐久性など舗装性能を高め環境負荷を削減できるアスファルト改質剤 

*5 住宅・建築物の総合的な環境性能をS/A/B+/B-/Cの5段階で評価する愛知県建築物環境配慮制度 

*6 建築物の省エネ性能を第三者評価機関が5段階評価し認定する建築物省エネルギー性能表示制度 

 

 花王がめざすサプライチェーン 

花王は、多様化する生活者のニーズに柔軟に対応できるマーケティングとモノづくりに向けて、需給計画や生

産・物流機能の最適化・自動化・一体運営など持続可能なサプライチェーンの構築に取り組んでいます。また、ト

ラックドライバーの不足やEコマース市場の拡大による輸送量の増加など物流課題に対応するため、他メーカー

や物流事業者、卸売業者、販売店などと広く連携してサプライチェーン情報を共有し、共同輸送など効率化を実

現する共創型物流プラットフォームの構築にも取り組んでいきます。 

 

花王グループは、「豊かな共生世界の実現」をパーパスに、2019年にESG戦略「Kirei Lifestyle Plan」(キレイラ

イフスタイルプラン)を策定し、2021年より「未来のいのちを守る～Sustainability as the only path」をビジョンに掲

げた中期経営計画「K25」に取り組んでいます。 

私たちは、資源や環境への負担が少ないESG視点でのよきモノづくりを推進し、人々のこころ豊かな暮らしと、

持続的に発展し循環する思いやりある社会の実現に取り組んでいます。 

急速に進化するデジタル技術の活用や多様なパートナーとの協働により、革新的な技術を開発し、社会の期

待に応える、人と社会と地球にやさしい持続可能なサプライチェーンの構築をめざしています。 

 関連情報 

 豊橋工場に柔軟で効率的な生産体制と新たな物流モデルを構築 

 花王、ESG戦略「Kirei Lifestyle Plan」を発表 

 未来に向けた「花王グループの新たな挑戦」 ESG経営に大きく舵を切る 

 花王のサステナビリティ 

 

 

https://chemical.kao.com/ja/products/B0102982_ja.html?region=jp
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kenchikushido/casbeeaichi.html
https://www.hyoukakyoukai.or.jp/bels/bels.html
https://www.kao.com/jp/corporate/news/business-finance/2022/20220303-001/
https://www.kao.com/jp/corporate/news/sustainability/2019/20190422-001/
https://www.kao.com/jp/corporate/news/business-finance/2019/20190926-001/
https://www.kao.com/jp/corporate/sustainability/
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